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国立民族学博物館研究報告  1巻2号

卜一レス海峡諸島調査記

杉 本 尚 次*

1.は じ め に

 1975年7月1日 ～9月30日 の3カ 月 間,

文 部省 科学 研 究 費 補 助 金 に よ る共 同調 査

「トー レス海峡島喚民の地理学的 ・民族

学的研究」に参加 した。この調査は,ア

ジア大陸 と太平洋諸島の接触地域におけ

る島喚民の伝統的漁携文化 ・漁民社会の

研究を通じて接触地域のもつ文化伝播上

の役割を明らかにし,加 えて当地域の文

化変容の過程を明らかにしようとしてい

る。

 トー レス海峡諸島の直接的な文献 とし

てはA.C. Haddonを 中心としたケン

ブ リッジ大学 トー レス海峡調査隊の研究

報告が あり[HADDoN,1901 -1935],自

然,島 民の経済,物 質文化,社 会生活な

ど多岐 にわたっている。この調査研究は

ヨーロッパ文化流入前の,か なり伝統的

な島民の生活文化の諸相を伝えており,

図1 ト ー レ ス 海 峡 諸 島 全 図
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今回の調査の基本的文献 となっている。

これらが20世紀後半の今 日,ど のように

変化し,機 能 しているかを総合的に調査

しようとするのである。

 トーレ'ス海峡は,ニ ューギニアとオー

ス トラリア大陸にはさまれた海峡であり,

珊瑚礁が多 く,数 多 くの島々が散在 して

いる。行政的にはオース トラリアのクイ

ーンズランド州に属 している。戦前日本

人出稼ぎ漁民の採貝業で著名な木曜島に

連邦政府と州政府の原住民局があり,地

域中心となっている。

 調査隊員は藪内芳彦(関 西大学文学部

教授)を 隊長に,大 島裏二(関 西学院大

学文学部教授),島 田正彦(立命館大学文

学部教授),筆 者の4名 と,大 阪市立大

学大学院生松本博之,関 西学院大学大学

院生瀬川真平からなっている。そして現

地参加のラトローブ大学(メ ルボルン)

で 社会人類学 を講ずる北大路弘信氏。

それから和歌山県立新宮商業高等学校の

久原修司教諭が和歌山県出身出稼ぎ漁民

研究のため特別参加することになった。

今回の調査は現在資料を整理中であり,

毎週研究会を開いて問題点の析出,討 議

を重ねている。いずれ機会をみてまとま

ったものを報告 しようと思う。この調査

記は,調 査 日記の中から数カ所をとりだ

して整理 したものである。なお帰路訪問

した オース トラリアの 野外博物館Old

Sydney Townに ついても言及 している。

2, キ ャン ベ ラ

 7月1日 大 阪 を 発 ち,ホ ン コ ン経 由で3

日雨 の シ ドニ ー に到 着 。 機 内で は冬 仕 度

が は じま って い る。1974年 西 サ モ ア再 訪

時 に立 寄 った の に 引続 いて の 来 訪 で あ る。

 トー レス海 峡 の島 々へ の 調 査 入域 許 可

の件で藪内隊長は院生の松本君を連れて

クイーンズランド州原住民局との交渉の

ためブ リスベーンへ急拠飛ばれた。我々

はオース トラリア国立大学との連絡や文

献収集のためキャンベラに向うことにな

った。

 キャンベラ空港にはオース トラリア国

立大学(ANU)太 平洋地域研究所人文地

理学教室の助手の人達が出迎えて くれる。

大学はキャンベラ人工湖の北側にあり,

広々とした緑に包まれたすばらしい環境。

宿舎のブルースホールは学生の寮だが,

外来の人 も宿泊させる。2時 にANUの

太平洋地域研究所の人文地理学研究室に

R.G. Ward教 授を訪ねる。

Ward教 授には,1966年 第11回 太平洋

学術会議の時東京で会ったが,そ の後ポ

ー トモレスビーにあるパプァ ・ニューギ

ニア大学を中心に調査研究を続け,現 在

は人文地理学部門の主任教授である。 ト

ーレス海峡諸島調査のことなどを報告 し,

アジア経済研究所か ら留学 している地理

学の谷内氏とも会 う。

Ward教 授は地図室を案内されたが,

地図類の整理は完壁に近 く,数 名の専属

者がいて学位論文の地図も作製す るとの

ことであったgト ーレス海峡地域の地図

は20万 分の1図 をポー トモレスビーで入

手していたが,5万 分の1地 形図は参考

になる。大縮尺の地図は各州の土地調査

局で販売 しているので,ブ リスベーンで

入手 しなければならない。

 図書館は一般学生 と研究者用(大 学院

を含む)と に別れている。後者は太平洋

地域研究所の近 くにあり,キ ャンベラ滞

在の3日 間に時間をみつけて トー レス海

峡諸島関係の文献を調べた。ゼロックス

コピ0も 数カ所に置いて随時利用できる
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よ う配 慮 され て い た 。

 トー レス 海 峡地 域 に 関 す る文 献 で は,

探 検 関係 の もの が 圧 倒 的 に 多 い 。学 術 書

と して は,前 記A.C. Haddonら の研

究 が 詳 細 を 極 めて い るが,他 にJ.R.

Beckettの 研 究[BEcKETT,1963], W.

Laadeの 北部 ト0レ ス海 峡 諸 島 を フ ィ

ー ル ドと した 研 究[LAADE
,1971]な ど

を み る。M. Lawrieの トー レス海 峡 諸

島 の 神話 と伝 説 集[LAWRIE,1970]も 参

考 に な る。

 ANU太 平 洋 地 域 研 究 所 が 行 な った一

連 の トー レス海 峡 地 域 に 関す る研 究 の 成

果 と して,D. Walkerら のオ0ス トラ リ

ア大 陸 とパ プ ア 島間 の 自然 的,人 文 的 諸

関係 を 論 じた もの[WALKER,1972]や

H.Duncanら の トー レス海 峡 諸 島 民 研

究[DUNCAN,1974]な どが あ る。 前 者

は入 手 ず み,後 者 はDuncanほ か 数 名

の研 究 報 告 が 現 在5冊 まで 出版 され て

お り,ANUか ら調 査 隊 に寄 贈 さ れ た。

この調 査 は トー レス海 峡 諸 島 の社 会,経

済,人 口,国 境 問 題等 々現 状 分 析 で あ る

が,調 査 地 と して は,サ イ バ イ,バ ドウ,

ヨー ク,マ リー の4島 を 中 心 と した もの

で あ る 。

 キ ャ ンベ ラ第2日 目 に谷 内氏 の 案 内 で

市 街巡 検。 広 い大 学 構 内を 出て都 市 計 画

で 有 名 な放 射 環 状 街 路 のセ ン ター で あ る

シテ ィを通 る。 人 工 湖 の 北 側 に あ る小 山

に の ぼ る と市 街 地 の平 面 的 ひ ろが りの大

き さが よ く判 る。 山頂 か ら真 下 に戦 争 博

物 館,そ して ア ンザ ック ・パ レー ドは美

しい 道 路,人 工 の バ ー レイ ・グ リフ ィ ン湖

を 通 して 対岸 の 国会 議 事 堂,そ の背 後 の

小 丘 が キ ャ ピタル ヒル。 キ ャン ベ ラ都市

計 画 の 中軸 部 で あ る。 人 口 はや っ と1-6万

人 に 達 した が,本 格 的 な町 づ く りは1958
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年NCDC(National Capital DeveloP-

ment Commission)が 活 動 を 開始 して以

後 と言 わ れ,人 工 湖 に水 が 入 った の もそ

の頃 にな る。市 街地 を離 れ る と牧 場 が ひ

ろが って い る。      "

 キ ャ ンベ ラの都 市 計 画 の歴 史 を 展 示 し

た NCDC の Canberra Planning

Exhibitionは 湖 畔 に あ る 小 さな 建 物 。

原 野 の時 代 か ら今 日の町 づ く りまで 手 際

よ く展 示 して い る。 案 内 所 に あ る数 枚 の

写 真,図 入 リの 資 料 も参 考 に な る。 オ ー

トス ライ ドに よ るキ ャ ンベ ラの発 展 過 程

の解 説 もよ くま とま って い る。

 国立 図 書 館 の ホー ル に 展 示 され て い る

ク ック の 日記 な ど も貴 重 。 戦 争 博物 館 は

石 造 の ど っ し り した 建 物 。 展 示 は第1次

大 戦 に主 力 を お き,濠 軍 の トル コ出兵 な

ど写 実 的模 型 はか な り迫 力 が あ る。第2

次 大 戦 関係 で は 日本 軍 の 軍 旗,千 人針,

国 旗 へ の 寄せ 書,占 領 下 の 立札,日 本 刀

な ど数 多 く展 示 さ れて い る。 ベ トナ ム戦

争 まで オ ー ス トラ リア の歴 史 上 外 国 との

戦 争 に関 す る展示 で あ る。 中庭 に面 した

壁 面 に戦 死者 名 が刻 ま れ,静 か な 雰 囲気

をつ くり出 して い る。 屋 外 展 示 と して は

戦 車 や シ ドニ ー湾 で捕 獲 され た 日本 の潜

行 艇 が注 目を 集 め て い る。

 そ の他 キ ャ ンベ ラで訪 ね た博 物 館 と し

て は,ANUのInstitute of Anatomy

の 中 に あ る民 族 誌 関係 の展 示 場 が 印 象 に

残 って い る。 オ ー ス トラ リア ア ボ リジ ン

の資 料 を 中心 と した もの で31ケ ー スあ り,

部 族 の分 布 図,住 居,漁 具,ブ ー メ ラ ン,

彫 刻 類,石 斧,原 始 絵画 な ど と言 わ れ て

注 目 を集 めて い る樹皮 絵 画 。 ヨー ク半 島

の ア ボ リジ ン の展 示 も興 味が あ る。 必 ず

オ ー ス トラ リアの地 図 が あ り,展 示 物 の

出所 を明 示 して い る。パ プ ア ・ニ ュー ギ
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ニァのものもかなりある。

 キャンベラでは北大路弘信氏 と会 う。

現地参加者として金沢大学の畑中幸子氏

が推薦 して くれた人。国際キリス ト教大

学を卒業後アメ リカ合衆国テキサス大学

で社会人類学を専攻 し,オ ース トラリア

に来て6年 になる。学位論文は移民研究

と社会変動論。現在メルボル ンにあるラ

トローブ大学講師。今回の調査ではマ リ

ー島で親族呼称を中心 とした調査を担当

することになった。

 キャンベラの 冬 は厳 しい 寒 さで,

600mの 高地であり,谷 内氏によると信

州の 冬とよく似ていると言う。 とくに

33。C酷 暑のホンコンか ら直行したので

寒さは格別であった。

3。 木 曜 島 へ

 ブ リス ベ ー ンで ク イー ンズ ラ ン ド州 政

府 原住 民 局 を訪 ね,土 地 調 査 局 で5万 分

の1地 形図 な どを 入 手 す る。 タ ウ ンス ビ

ル,ケ ア ンズ と北 上 す る。 も う熱帯 圏 で

あ る。 早朝 の ケ ア ンズ 空 港 には 白 人 に 混

って縮 毛 の メ ラ ネ シ ア系 住 民,筋 肉 た く

ま しい トー レス海 峡 島 填 の 人 た ち(ア イ

ラ ンダ ー)が 目立 ち は じ め る。

 フ レ ン ドシ ップ 機 は5時50分 薄 明 の ケ

ア ンズ を飛 び たつ 。 こ こか らオ ー ス トラ

リア 山脈 を越 え るの だ が,ヨ ー ク半 島 部

で は か な り低 山性 と な って い る。 岩 山 の

み え る と ころ もあ る。 盆 地 状 の と こ ろは

低 く雪 が た な び いて い る。 樹 相 は熱 帯 雨

林 で な く,やs疎 らな と ころ も あ る。2

時 間 半 余 飛 ん で東 海 岸 が み え は じめ る。

煉 瓦 色 の ラテ ライ ト土 が ひ ろが り,ウ エ

イ ノ雪に 着 く。 ここ は世 界 的 ボ ー キ サ イ ト

の 産地 で あ る。 海 岸 に工 場 が み え船 舶 の

接 岸 して い る淺 橋 。 大 半 日本 へ輸 出す る

の だ。

 機 は 海 岸 沿 い に北 上 す る。 蛇行 河 川,

沿 岸 州,河 口 の土 砂 の 堆積,砂 州 や河 川

沿 い の植 生,古 い 砂丘 な ど が観 察 で き る。

バ ック マ ー シ ュ,マ ング ロー ブ樹 林 な ど

み ご と。 オ ー ス トラ リア 大陸 北 端 近 い カ

ニ 形 の砂 州 がみ え は じめ る とま も な くエ

ンデバ ー海 峡 にか か り,プ リ ンス オ ブ ウ

ェー ル ス 島 の 山 々が,そ して木 曜 島 の集

落,そ の西 側 の 金 曜 島 が視 界 に入 る。 や

が て ホ ー ン島 の 空 港 に 安着 。 遂 に トー レ

ス海 峡 地 域 にや って来 た の で あ る。

 さす が に陽 射 しは 強 い。 ユ ー カ リ樹 林

の 中 に蟻 塚 が 奇異 な姿 を みせ て い る。 対

岸 に木 曜 島 の み え る淺 橋 まで バ ス が 運 ん

で くれ る。 海 の 色 は 鮮 かだ が 少 し濁 った

感 じ。連 絡 船 は 目前 に木 曜 島 が み えて い

る が,リ ー フを 避 け る た め大 き く迂 回 す

る 。木 曜島 には3本 の機 橋 が あ るが,丁

度 トー レス海 峡 の 島 々へ 物 資 補給 を す る

メル ビデ ィア 号 が停 泊 して い る。 ダ イ バ

ー ボー トが 入 港 して い る。 中 には 日本船

籍 で もな いの に 日の丸 様 の 装 飾 を つ けた

船 が い る。 トー レス海 峡 西 部 諸 島 で 勢 力

を もつTanu Nona家 経 営 の 船 とい う。

暑 いが 東 南 の 貿易 風が 一 日中 吹 き つ け て

い る ので しの ぎ よ い。 先 着 の藪 内隊 長 ら

写真1 木曜島ポー トケネディ

手前は連絡船,後 方はダイバー船など
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と合 流 し,メ イ ンス トリー トのダ グ ラス

通 りに面 した レイ ンボ ウ ホ テル に 落 着 く。

この ホ テル は 和歌 山県 串 本 に近 い有 田出

身 の藤 井 富太 郎 氏 の娘 さん が 経 営 して い

る。

 木 曜 島 は,ト ー レス海 峡 の 行 政 上 の 中

心 地 で もあ る。3.24km2の 小 さな 島 だ

が,4,000人 余 の人 口の うち2,400人 が集

ま って い る。 木 曜 島 は東 側 に ミル マ ン ヒ

ル,西 側 に グ リー ン ヒル が あ り,島 の 周

囲 を リー フが と りま い て い る。 市 街 地 は

ポ ー トケ ネデ ィ と よば れ,か な り計 画 的

に 区画 され て い る。連 邦 政 府,州 政 府,

病 院,公 民 館,郵 便 局,商 店 街(中 国 系

多 し),青 空 映画 館,教 会(カ ソ リ ック

と 英 国 国教 会 な ど),小 中学 校,5つ の

ホ テ ル な どが 集 ま り,地 域 中心 的 機 能 を

備 え て い る。 住 宅 は背 後 の 山腹 まで の び

て い る 。丘 陵 性 山地 を越 え る と島の 西 北

側 に 島 民 を集 めた 新 しい村 落 タ モ イが あ

る。北 側 の ス ロー プ は ユ ー カ リ樹 な どが

散 在 して お り,墓 地 が あ る。 と くに 日本

人 墓地 が数 多 くみ られ る。海 岸 は マ ング

ロー ブ 林 が あ り,東 北 岸 に は エ ビ工 場 や

結 核療 養 所 。 ロー ズ ヒル と ミル マ ン ヒル

の 間 の低 地 は貯 水 池 とな って い る(図3)。

トー レス海 峡 諸 島 調 査地 へ の入 域 交 渉 は,

州 原 住 民局 の許 可 と各 島 の村 会 の許 可 が

必 要 な の だ が 当初 か な り難 渋 した。 調 査

許 可が ま ず近 くのハ モ ン ド島 に つ い て 出

た 。他 の 島 に 関 して は大 島 教 授 が7月 末,

北 大 路 氏 が8月 初 旬 に木 曜 島 に着 き,交

渉 も好 転 して希 望 す る島 へ の調 査 が2名

ず つ2週 間 を一 応 の限 度 と して 許可 さ れ

る こ とに な った。 この よ うに して トー レ

ス海 峡 諸 島 の 中で マ ビオ ー グ 島,ダ ー ン

レイ島,ヨ ー ク 島,マ リー 島 で分 散 調 査

をす る こ とに な り,そ の 日程 表 が作 成 さ
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れた。筆者は調査本部を受持ち,木 曜島

とハモンド島および付近の島々の調査を

分担することになった。また藪内隊長 ら

は政府物資運搬船メルビディア号で,ニ

ューギニアに近いサイバイ島 ・ボイグウ

島などの巡検にも出かけた。

 調 査 本 部(宿 舎)は8月 に 入って山

腹の美 しいHocking山 荘 に移 った。

Hocking氏 は戦前から戦後にかけ真珠

貝採集などで財をなした人,そ の息子の

ために建てた 邸宅が現在Pearls PTY

(真珠会社～ 日宝真珠と合弁)の 手に渡

り,居 住者の留守期間中に利用させても

らうことになった。自炊だが山荘での快

適な生活は忘れられない。

4.木 曜 島 と 日本 人

 木 曜 島 とい え ば まず 戦 前 の 日本 人 海 外

出稼 ぎ漁 民 の 活躍 が思 い 出 され る。19世

紀 末 シ ロチ ョウ貝 の宝 庫 だ った トー レス

海 峡 は,そ の採 集 で 盛 況 を きわ め た 。ボ タ

ンや 装 飾 品 の原 料 と して好 況 で あ った と

い う。 木 曜 島 はそ の 中 心地 だ った わ けで,

日本 か らも明 治 初 年 か ら出稼 ぎ漁 民 が 集

ま り,潜 水 技 能 に す ぐれ た 日本 人 ダ イバ

ー は注 目 さ れた
。 前 記 の 日本 人 墓 地 は,

これ ら出稼 漁 民 た ちの もの で あ り,潜 水

病 な ど の事 故 に よ って死 亡 した ケ ース が

多 い の で あ った。 久 原 修 司 氏 の調 査 に よ

る と 日本 人 墓 は716基 。20才 代5300,30

才代28ｰ0,40才 代8%と な って い る。 し

か も 日本 人 ダ イバ ー の7割 は和 歌 山県 南

部 の 出身 者 な の で あ る。

 我 々 が宿 泊 した レ イ ンボ ウホ テル の 藤

井 富太 郎 氏(通 称 ト ミイ)は,戦 前 の 出

稼 ぎ漁 民 の 「生 き証 人 」 と も言 え る人 で,

屡 々話 を聞 く機 会 が あ り,多 くの資 料 を

提供 して も らった 。 ま た 当時 の 日本 人 関
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係主要建物の位置を調査するため藤井氏

の案内で地図に記入 しながら検証 した。

 ダグラス通 りに面 して広島ボーディン

グハウス(ボ ーデ ンハウス)が あった。

ここは広島県出身のダイバーが宿舎にし

ていたところ。和歌山県の場合,人 数 も

多 く,出 身地区別にボーディングハウス

があった。宇久井,出 雲(潮 岬)の ボー

ディングハ ウスもダグラス通りに面 して

いた。日本商品を扱 う商店もあった。通

訳や裁判などで活動 したサ トウ商会跡。

1900年 当時の木曜島主要建物絵図にある

サ トウ商会であろう。ダグラス通りを東

へ進むと郵便局の前辺 りに日本人会館だ

った建物が残っている。現在ベランダを

後補 して住宅となっているが,急 勾配の

切妻屋根に日本人大工の手法をしのばせ

る。海岸に沿って東へ三輪崎(薪 宮市)

ボーディングハウス跡。現在空地だが戦

前最 も大きな宿舎だった。この辺 り以前

は砂浜海岸でダイバー船から小船で上陸

しやすか ったと言 う。中央淺橋は新 しく

構築中だが,も う100年 の歴史がある。

日本人経営の造船所まであった。図2に

示 した地区は日本人街(ジ ャップタウン)

とも言われ,ボ ーディングハウスだけで
       うわの

串本 ・周 参 見 ・上 野(潮 岬)・ 伊 予 とあ り,

マ ンゴ ーの 樹 蔭 に タイ ル張 りの浴 槽 が残

図2 旧 日本人 関係建物跡分布一 木曜島街区(ポ ー トケ ネデ ィ)一
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っている。日本人専用銭湯跡(藤 井氏が

来島した1925年 にはすでに廃業),玉 突

屋,商 店,醤 油製造所もあった。オノブ,

オヨネさんなど娼婦 も存在 したと言う。

 藤井さんは1938年 木曜島で現地の女性

ジョセフィンさん(中 国人とアイランダ

ーの混血)と 結婚。他に4人 の日本人が

現地女性と結婚 している。太平洋戦争と

同時に日本人全員をヘイ (シ ドニーから

オース トラリア山脈を越えた内陸部)の

収容所に送 り,戦 後日本へ送還 したが,

妻帯者(現 地女性)の み木曜島に帰るこ

とを許された。なお戦後米施政下時代の

沖縄からダイバーが来たが,そ のうち2

名が現地女性 と結婚 して木曜島に住んで

いる。現在30人 の日系二世がいるが,ほ

とんど日本語は話せない。かつて繁栄し

たシロチョウ貝採集 も,戦 争による打撃

とプラスチックなどの登場でボタン原料

であった需要は激減している。

 現在日宝パールなど3社 がオース トラ

リアとの合弁で真珠養殖を行なっており,

藤井氏 もこの方面へ関心を向けつつある。

真珠会社の浜口繁次氏らには種々御協力

頂いたが,真 珠会社の日本人技術者の多

くが志摩半島の出身者である点も,わ が

国真珠養殖業の発展形態として興味深い

ものがある。

 ヨーク島の調査をされた大島教授をは

じめ各島での調査報告を聞くと,共 通し

て トーレス海峡の島々の人たちが我々日

本人に対 して好意をもっていることが明

らかになった。これは戦前の日本人ダイ

バーが島民を差別せず採貝について親切

に教示 したこと,島 の慣習などをよく守

ったこと,日 本人 もトーレス海峡の島々

と同じ島国の人間であるということなど

が原因のようであった。日本人とトー レ
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ス海峡諸島の人々との心の交流は現在で

も生き続けていたのである。

5.ハ モ ン ド島

 ハ モ ン ド島 は最 初 に調 査許 可 の お りた

島 。 まず 全 員 で調 査 を は じめ る こ とにな

っ九。 島 に住 み こむ 場 所 が な い こ とと,

木 曜 島 に近 い 乙と もあ って,通 勤 で な ら

許 可 と い う こ とに な った。 村 長 のJ.

Sabatinoが 毎 朝8時 半 小 学 生 らを 木 曜

島 ま で 運 ん で くる。 船 外 機2基 を つ け た

平 た い船 。子 供達 を 運 ん だ帰 りに 我 々を

ハ モ ン ド島 へ 。 帰 りは4時 で,子 供 達 を

迎 えに 行 く時 便 乗 す るわ け で あ る。 淺 橋

が な く膝 ま で 水 に つ か って 乗船 。 島 は 目

前 に み えて い るが,こ の 水 道 の潮 流 が 凄

く速 く,リ ー フが あ って 迂 回 す る 。ハ モ

ン ド島 も砂 浜 に 船 を 着 け るの で飛 び込 ん

で上 陸 。6月 ～9月 は 東 南 の 貿 易 風 が 強

く,海 は連 日荒 れて い る。12月 ～4月 は

北西 風 に変 り,島 の東 南 側 は 凪 に な る 。

ハ モ ン ド島 を最 初 に訪 ね た 日,丁 度 海 浜

で ジ ュ ゴ ン(海 牛 目の海 獣,人 魚)を 解

体 して い た 。2m近 い もの だ がす で に 解

体 が 進 み,犬 た ちが集 って い る。 肉 を 幅

10cm,長 さ50cmほ どに上 手 に 切 って

分 割 して い る。 ジ ュ ゴ ンは トー レス海 峡

写真2 木曜島へ通学す るハモン ド島

    の子供た ち
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写真3 ジュゴンの肉を分配す る

   ハモ ン ド島民

西 部,イ ン ドネ シア海域,ア フ リカ東 岸

辺 りに棲 息 して い るが,自 然 保護 の立 場

か ら捕獲 が 許 さ れ る の は島 民 た ちだ け で

あ る。 ジ ュゴ ンは海 藻 を食 べ るが,音 に

敏 感 だ か ら,村 人 は月 光 を た よ りに ボ ー

トで慎 重 に接 近 し,鈷 竿 と共 に飛 び こん

で 打 込 み捕 獲 す る。 分 割 した ジ ュ ゴ ンの

肉 を ス ピー ドボ ー トで 木 曜 島 へ 売 りに行

く者 もあ る 。昼 食 にSabatino家 で ジ ュ

ゴ ンの御 馳 走 に な った が,シ ョウガ とニ

ンニ ク を 加 え て煮 た も の。 鯨 肉 と牛 肉 を

ミ ック ス した よ うな味 で あ った 。 ジ ュゴ

ン料 理 と して は,後 日木 曜 島 で 食 べ た て

り焼 が 最 も美 味 だ った よ うに 思 う。

 海 亀 も島 民 の み に捕 獲 が 許 され て い る

が,9月 か ら捕 獲 シー ズ ンに入 る。 ジ ュ

ゴ ン と海 亀 は トー レス海 峡 の 島人 た ち の

御 馳 走 で あ り,婚 礼 祝 な どに は必 ず 料 理

して い る。 しか も料 理 法 は穴 を掘 り,葉

に包 んだ ジ ュ ゴ ンの 肉.焼 石 を入 れ,バ

ナ ナ の葉 な どを 重 ね,土 を覆 せ て 蒸 し焼

にす る伝 統 的 な カ プ マ リで あ る。

 ハ モ ン ド島 は 木 曜 島 よ り大 きい 島 で,

東 南 部 海 岸 に家 屋 が 並 ん で い るが,そ の

背 後 の丘 の上 に石 積 み の教 会 が建 って い

る。 円窓 に ビー ル び ん を 詰 め こん で ス テ

ン ドグ ラス の代 用 に して い るの も面 白 い

工 夫 。 カ ソ リックの 島 で,ト ー レス海 峡

の 島 々 か ら信 者 を集 めて 新 し く村 づ く り

を した の で あ る。Sabatino家 は ハ モ ン

ドの 集 落 か ら海 岸 沿 い に少 し離 れ て い る。

立 派 な高 床 式 の民 家 。 ブ ロ ック積 み の 家

も4戸 あ る し,連 邦 政 府 資 金 に よ る 民 家

もみ られ,コ コ ヤ シの 葉 な どを材 料 と し

た伝 統 的 な民 家 はみ られ な い 。ハ モ ン ド

島 で は まず 簡 易 測 量 に よ る1000分 ノ1村

落図 を作 成 した が,強 い陽 射 し と強 風 で

大変 な 作業 で あ った 。

 教 会 の あ る小 丘 の 内側 に も集 落 が あ り,

風車 で水 を汲 み あ げ る風 景 もみ られ る。

平 坦 な盆 地 状 の地 形 だ が,古 くは北 側 か

写真4 ハモ ン ド島海 岸部

    の集落景観

  対岸は木曜島,リ ーフの

  発達が著しい

393



国立民族学博物館研究報告  1巻2号

らの入江であった可能性もある。集落背

後はパ ンダナスの点綴する草原状(乾季)

をなし,大 きな トカゲなどをみる。丁度

山地 と山地(花 嵐岩の露出がみ られる)

の間の低地部にあたり,野 生化 した牛や

豚の糞が散在 している。マングローブ林

がかなり内陸部まで入 りこんでいる。北

西岸に出ると一面マングローブ林で,ワ

ニの出現するところと言 う。島の北部は

や は りパ ンダ ナス や ユ ー カ リ樹 林 で,赤

味 が か った土(ラ テ ラ イ ト)が 多 く,大

き な蟻 塚 が分 布 して い る。 屋敷 に マ ニオ

ク な ど を植 えて い る他 に は耕 地 は全 くみ

られ な い 。

 Haddonの 報 告 に よ る と,木 曜 島近

辺 の 島 々は 無 住 の もの が 多 い と 言 わ れ

る。 ハ モ ン ド島 も集 落 形 成 の 歴史 は 比較

的新 しい。 ハ モ ン ド島 に 住 むFrancis

図3 木 曜島 ・ハモ ン ド島現況図
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Dorante夫 妻 に よ る と1920年 代 に は先

住 者 が いた が,悪 事 を 働 い た とて 政 府

が追 放 し,そ の あ と教 会 に よ って管 理 さ

せ た と言 う。 戦 前(1928以 後),ハ モ ン

ド島 に来 住 した もの はKanak家(ダ ー

ン レイ島 よ り),Sabatino家(ヤ ム 島 よ

り),Sebasio家(ダ ー ン レイ島 よ り)と

言 わ れ,1928年 ハ モ ン ド島 に カ ソ リ ック

教 会 が 開 か れ た 。 そ の 後 トー レス海 峡 の

島 々か らカ ソ リ ック教 徒 が,あ るい は カ

ソ リック に改 宗 した 人 び とが集 ま って集

落 を形 成 した の で あ る。他 の 島 々に 比べ

る と特 異 な 性格 を も った 寄合 世 帯 的 な 島

で あ る。 なお ハ モ ン ド島 の 集 落 は戸 数29

戸,人 口160余 の規 模 で あ る。

 人 種 的 に は トー レス海 峡 の 島 々全 体 が

メ ラネ シ ア人 種 に 属 して い るが,著 し く

混 血 が進 ん で い る。 ハ モ ン ド島 は そ れ ら

トー レス全 域 か ら集 ま って きた た め,形

質 的 に も毛 髪 は 縮 毛 か ら直 毛 に近 い形 ま

で各 種 。 皮 膚 も暗 黒 色 か ら褐 色 とバ ラエ

テ ィ に とん で い る。 さ らに 家 族 調 査 を 進

めて い くと この こ とが 明 確 にな って く る。

 例 え ばFrancis Doranteの 場合,彼

の父 は フ ィ リピ ン の サ マー ル 島 か らダ イ

バ ー と して トー レス海 峡 のダ0ン レイ 島

に来 住,、や が て 近 くの ネ フ ィ ア ン島 に移

り,Francisの 世 代 に な って か ら(戦 前),

ハ モ ン ド島 に来 て い る。 母 は マ リー 島 出

身 で ニ ュ ー カ レ ドニ ァ の血 も入 って い る

と言 う。Francisの 妻 はダ ー ン レイ島 生

ま れ で,父 は 英 国 人 で あ る。 村 長J.

Sabatinoの 場 合,祖 父Nicholasは フ ィ

リピ ンのパ ナ イ 島 イ ロイ ロ 出身 で ダ イバ

ー と して トー レス海 峡 に移 住 し1928年 ハ

モ ン ド島 に来 て い る 。Louis Garnierは

コ コナ ッツ 島生 れで,父 は フ ラ ンス 人,

母 は ワ ラ ビー 島 民 。 妻 は ヤ ム 島民 で1950

年 ハ モ ン ド島 に 来住 して い る。 この他 ソ

ロモ ン,ロ ツー マ,サ モ ア 島 な どか らの

流 れ もあ る。

 19世 紀 後 半,東 南 ア ジア(フ ィ リ ピン),

南 太 平 洋 の島 々(メ ラネ シア ・ポ リネ シ

ア),ヨ ー ロ ッパ か らシ ロチ ョ ウ員 を求 め

て や って 来 た 人 々,さ らに キ リス ト教 の

布 教 活動 も無 視 で きな い 。

 Haddonの 調 査 した 時 点 か ら80年 余,

この 間 に混 血 は さ らに進 行 し,新 しい 混

血 種 と して の ア イ ラ ンダ ー ス が 形成 され

て い る と も言 え よ う。

 彼 らア イ ラ ンダ ー スは誇 り高 き人 々で

あ り,オ ー ス トラ リア本 土 の ア ボ リジ ン

や パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア の 人 々 に対 して

一 種 の 文 化 的 な優 越 感 を も って い る
。

 オ ー ス トラ リア政 府 は10年 前 に トー レ

ス 海 峡 の 島 々 を 「リザ ー ブ ラ ン ド」 に 指

定 して い る。 この た め入 島 許 可 が 必 要 だ

し,こ れ が調 査 手 続 を手 間 ど らせ た 原 因

とな った 。現 在 連 邦 政 府 と州 政 府 は トー

レス 海 峡 諸 島 民 に対 して 援 助 合 戦 を展 開

して い る。 多 くの家 に冷 蔵 庫,ガ ス レン

ジが 普及 して い る し`住 宅 も連 邦,州,教

会 の 援 助 で建 った ものが 多 くな って い る。

養 老 年 金,子 供 手 当,未 婚 の 母 手 当等 々

社 会 保 障 も手 厚 い 。

 調 査 も後 半 に 入 った9月5～6日,本

土 の ヨー ク半 島 に あ るバ マ ガで 「バ マ ガ

・シ ョウ」 と言 う一 種 の祭 りが 開 催 さ れ

た が,木 曜 島 か ら もメル ビデ ィ ア号 を は

じめ各 種 の船 で 島 民 や 白人 が お しか け た。

私 も出か けた が,こ れ も政府 で創 りだ し

た お しきせ の 祭 りで あ った 。祭 り自体 活

気 が な く何 か シ ラケ た ム ー ドが あ った。

 離 島 の 人 々を移 住 させ,新 しい 開拓 集

落 を バ マ ガ に 作 りつ つ あ る が,こ れ も島

の人 々が 全 面 的 に 賛 意 を 表 して い るよ う
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に は受 け取 れ な か った。 パ プ ア ・ニ ュ ー

ギ ニ ア の独 立 が9月16日 に行 な わ れ た。

やが て 起 るで あ ろ う国境 問題 を 予期 して

の 援 助 な の か も 知 れ な い。 トー レス の

人 々が 独 立 す る こ と も将 来 全 く無 い とは

言 え な いで あ ろ う。今 後 の トー レス海 峡

諸 島民 の生 活 文 化 の 変 化 に注 目 しな け れ

ば な らな い の で あ る。

    *     *     *     *

 ハ モ ン ド島 の調 査 は 島 に 住 み 込 め な か

った とい う欠 陥 が あ った が,ダ ー ン レ イ,

マ ビオ ー グ,マ リー,ヨ ー ク島 で は 島 に

住 み 込 み,各 々数 多 くの資 料 が 集 め られ

た 。9月15日 マ ビオ ー グ 島 か ら松 本 君 が

引揚 げた の を 最 後 に各 島 の調 査 は終 り,

木 曜 島 で 残 余 の 資 料 を集 め,9月19日 帰

路 につ いた の で あ る。 な お藪 内 隊長 らに

よ って プ リンス オ ブ ウ ェ0ル ス 島 で,日

本 人 集 落 跡(出 稼 ぎ漁 民 の集 落)が 発 見

され た こ とを付 記 して お く。

6.オ ー ス トラ リア の野 外 博 物館

    01d Sydney Town

 調 査終 了 後,ケ ア ンズ か らポー トモ レ

ス ビー に 出 て,独 立 直 後 の パ プ ア ・ニ ュ

ー ギ ニ アを み る予定 だ った 。 しか し国 内

便 で あ った路 線 が独 立 に よ って 取 消 され,

ポー トモ レス ビーか ら先 の 便 も全 く予 測

のつ か ぬ状 勢 とな り,ブ リスベ ー ン,シ

ドニ ー 経 由 で 帰 る こ とに な った。 ブ リス

ベ ー ンで は クイ ー ンズ ラ ン ド博 物 館 を訪

ね た。 煉 瓦 造 りの教 会 風 の建 物 。2階 の

半 分 強 が 民 族 学 関係 の展 示 場 とな って い

る 。 トー レス海 峡 諸 島 関 係 で は,ダ ー ン

レイ 島 の ドラム(ワ ル ー プ),ス チ0プ ン

島 の ミイ ラ,マ リー 島 や ダ ー ン レイ島 の

仮 面,マ リー 島 の呪 術 の石 な ど が ま と め

て 展 示 して あ る 。 トロ ブ リア ン ド諸 島 の
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木 彫 類,ビ ス マ ー ク諸 島 で はニ ュー ア イ

ル ラ ン ド島 の もの が 多 い。 ソ ロモ ン,ニ

ュー ヘブ リデ ス 。 パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア

で は と くに セ ピ ック の もの が 集 め て あ る。

解 説 は タ イプ した もの が 多 く,小 さ くて

読 みづ らい。 展 示 物 の配 列 もや 、雑 然 と

して い る よ うに思 う。 な お クイー ンズ ラ

ン ド州 の探 検 史 の地 図 は 詳 しく興 味 を ひ

い た 。

 ブ リス ベ ー ンは,ブ リスベ ー ン川 の 曲

流 部 に ひ ろ が って い るが,河 港 近 くに あ

るニ ュー ス テ ッ ドハ ウ ス を み る。 古 い 政

府 関 係 の 建 物 で,ク イ ー ンス ラン ド歴 史

協 会 も こ'こに あ る。保 存 が必 要 な歴 史 的

建 物 の リス トな ど入 手 す る。19世 紀 の建

物 が 大 半 を 占 めて い る 。 わ が 国 で も明 治

時 代 の 建 物 の 保 存 が 注 目 さ れ て い るが,

オー ス トラ リアの よ うな 新 大陸 で は と く

に重 要 な の で あ る。

 シ ドニ ー 滞 在 中に,大 分 水 嶺 を 越 え て

内陸 の開 拓 拠 点 だ った バ サ ー ス トを訪 ね,

町 の保 存 建 物 を見 学 した り,歴 史(民 俗)

博 物 館へ も出 か け た。 煉 瓦 建 て の2階 屋

で4室 ず つ あ り,1階 の2室 と2階 の4

室 が 展示 場 とな って い る。 バ サ ー ス トの

歴史 を物 語 る物 品,と くに1830年,1850

年代 の ゴ ー ル ドラ ッ シュ 関係 の資 料 や 当

時 の 町並 な ど。 ア ボ リジ ンの物 質 文 化 も

1室 を 使 って 展 示 して い た 。

 Old Sydney Townは1974年11月 に オ

ー プ ン し
,1975年1月26日 の オ ー ス トラ

リアデ イ に正 式公 開 され た 野外 博物 館 で

あ る。 この 野 外 博 物 館 は165年 前(1810

年 頃)の シ ドニ ーを で き るだ け正 確 に再

現 しよ う と して い る。 ニ ュー サ ウス ウ ェ

ー ル ズ州 観 光 局 で は観 光 コー ス の一 つ と

してOld Sydney Townを 設 定 して お

り,鉄 道 とバ ス 連絡,入 場 券 をセ ッ トに
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して 宣 伝 して い る。

　 シ ドニ ー 中 央 駅 か らニ ュ ー カ ッス ル 行

の急 行 列 車 に 乗 るゐ シ ドニー 都 心 部 の 高

層 建築 群 が 遠 ざか って い く。 ス トラ ッ ト

フ ィール ドは東 京 の 赤 羽 とい った と ころ。

ポ ー トジ ャ ク ソ ンの 奥 に あ る入 江 を 渡 る。

侵 食か らと り残 され た 丘陵 の平 坦 面 を走

る 。 と ころ ど ころ陥 没 した急 崖 や溺 谷 が

み え る。約90分 ゴ ス フ ォー ドで下 車 。 こ

の 付近 入 江 が あ り,美 しい環 境 。 シ ドニ

ー 通 勤 圏 の 限界 付 近 に あた り高 級住 宅地

域 で もあ る。 駅前 か ら専 用 バ スに て8㎞,

緩 や か な丘 陵 部 ソマ ー ス ビィ。 大 き な駐

車 場 が あ り,Old　 Sydney　 Townの 管 理

棟 が あ る。 ここは 入 場 門 で もあ り,小 展

示 場,売 店,食 堂 が あ る。 売 店 で は歴 史

関係 の 文 献 の 他 に 博 物 館 内建 物 な ど の小

型 レプ リカ,絵 葉 書,ぬ り絵,バ ッジ な

ど を販 売 して い る。 エ ンデバ ー号 の模 型,

シ ドニ ー の古 図 な ど の小 展 示 もあ る。 小

学 生 の数 団 体 が入 場 して 賑 や か 。広 々 と

した緩 斜 面 が ひ ろが り,川 をせ き と めて

人 工湖 を つ く り,シ ドニ ー コー プ(入 江)

を再 現 して い る。 ソ マー ス ビ ィに建 設 用

地 を求 め た の は,シ ドニ ー と地 形 が類 似

してい た か らで あ る。案 内を 兼 ね た地 図

が2枚 掲 げて あ り,古 い シ ドニ ー(当 博

物 館案 内 図 と な る)と,現 在 の シ ドニ ー

を 比較 対 照で き る よ うに して い る 。 案 内

書 に も同 じ配 慮 が み られ る。

　 シ ドニ ー は1788年1月26,日 最 初 の移 民

団 が 上陸 した と こ ろで あ る。流 刑 植 民地

と して船 員,囚 人,軍 人 が 渡航 した が,

町 の 建 設 に あ た って労 働 者 が 少 な く,建

物 も粗 末 で,大 部 分 は 上陸 後1年 目に 完

成 と い う状 況 で あ った 。 したが って,テ

ン ト生 活 も多 か った 。 この テ ン トも復 原

して あ る。

　 現 在 の シ ドニ ーの 都 心 部 シテ ィは 整然

と した街 路 構 造 だ が,初 期 は か な り屈 曲

した もの が 多 か った と言 う。現 在 シ ドニ

ー ロ ック地 区 やパ デ ィ ン トン地 区 に は古

い 住 宅 街 が残 り,ロ ン ドンで は ほ とん ど

消 滅 した カ ー テ ン レー ス(写 真5)が 残

って い て,近 年 そ の街 区 保 存 に 努 力 して

い る。 しか し シ ドニ ー全 体 と して は ア メ

リカ的 な近 代 都 市 景 観 が優 占 して お り,

Old　 Sydney　 Townで オ ー ス トラ リアの

歴 史 的 都 市 で あ る シ ドニ ー の姿 を再 現 し,

文 化 財 保 存 へ の 関 心 を 高 め よ うと して い

る。 ア メ リカ合 衆 国 の ウ ィ リア ム スバ ー

グ と類 似 した新 大 陸 型 の 野外 博 物 館 とい

写 真5　 シ ドニ ー の古 い 街 区

　 　 　 　 パデ ィン トン

　 　 　 　 カーテ ンレースが有名
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写真6 草葺船員の家

え るで あ ろ う。

 ニ ュー サ ウス ウ ェ ール ズ 大 学 の 建築 家

の グ ル ー プ は,シ ドニ ー の再 現 調 査 に5

年 の 年 月 を か け,植 民 地 初 期 の 道 路 建

物,生 活 慣 習 等 々を6,000枚 の カー ドに

ま と めた と言 わ れ る。 時 代 的 には1788年

～1810年 頃 の シ ド=一 の再 現 を め ざ して

い る。Old Sydney Townの 立 案 者 は,

シ ドニ ー の建 築 家F.R. Fox氏 で,す で

に20年 前 に この計 画 を考 えつ き,1969年

ア メ リカ合 衆 国 を訪 問 して 古 い 町 や村 の

再 現 を み て ヒ ン トを得 て い る。 現在 経 営

資 金 は フ ォ ック ス家50%,ニ ュー サ ウス

ウ ェー ル ズ州25%,連 邦 政 府25%で あ つ

て,半 官 半 民 営 とな って い る。

 場 内 は草 葺 や木 片 葺 の民 家,石 造 の 教

会,囚 人 の 家,職 人 の家 な どテ ン トを 含

写真7 マ ックォー リー総督時代 の兵屋

  煉瓦,丸 太式壁面に木片葺の屋根
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む42棟 の建 物 が完 成 して い るが,現 在 建

築 中 の もの も多 い。 道 路 も未 舗 装 の ま ま,

日用 品 も牛,馬 車 で 運 ぶ よ う に して お り,

係 官 は 当時 の衣 服 をつ けて い る。20世 紀

を 持 ち こま ぬ よ う注 意 して い る。 暖 炉 に

薪 を燃 した り,兵 屋 で は赤 い軍 服 の兵 士

は 子 供 に人 気 が あ る。 屋 根 葺,車 輪 づ く

り職 人,ブ リキ職 人,酒 樽 づ くり,ロ ー

ソ ク職 人,織 物 をす る人,陶 器 職 人 が 各

々の 建 物 で 実 演 を して い る。 生 きた生 活

あ る姿 を再 現 しよ うと して い る。 北 欧 ス

ト ック ホ ル ム の ス カ ン セ ンや,コ ペ ンハ

ー ゲ ンの フ リー ラ ン ド ・ムセ ー(野 外 博

物 館)と 似 た生 活 あ る博 物 館 の構 想 を と

り入 れ て い る。 シ ドニ ー コー プ(入 江)

を模 した人 工 湖 に 帆 船 が 停 泊 して い る。

ニ ュー サ ウ ス ウ ェー ル ズ 植 民地 初 期 に オ

ー ス トラ リアで は じ めて 造 られ た船 で あ

る。 この入 江 に近 く港 湾 関 係 の建 物 が あ

り,入 江 の 対岸 ベ ネ ロ ング岬 に 当 る と こ

ろ に は小 屋 が建 って い るが,現 在 の シ ド

ニ ーで は こ こに有 名 な オペ ラハ ゥス が建

って い る。

 Old Sydney Townが 完 全 な姿 とな る

の は10年 後 と言 わ れ る。101ヘ ク ター ル

の 広大 な土 地 に86件,約200棟 の建 物 が

復 原 さ れ,職 員 も140人 に な る と言 う。

写真8 ブ リキ 職 人 の 家

 酒杯,皿,燭 台などを作る
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写 真9 建 設 中 の オ ー ル ド

    シ ドニ ー タウ ン

右方 はシ ドニー コー プ(入 江)を模
した人工湖,帆 船がみえ る。

規模の木きな新大陸型野外博物館である。

入場者は小学生の団体が圧倒的に多かっ

た。歴史の浅いオース トラリアで歴史的

都市 と言われるシ ドニーの復原と当時の

文化を一般にわか りやす く展示 しようと

努力している。野外博物館兼レク リエー

ションセンターとしての充実を考えてい

るようであった。
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